
一
、
道
路
の
傷
み
（
湖
北
台
１

の
１
の
１
地
先
）

「
何
回
も
市
に
言
っ
て
も
穴

を
埋
め
る
だ
け
で
、
何
日
か
す

る
と
、
ま
た
大
き
な
穴
に
な
っ

て
い
る
現
場
を
見
て
欲
し
い
」

現
地
を
み
る
と
写
真
の
様
に
デ

コ
ボ
コ
が
有
り
ま
し
た
（
写
真

①
）
。

一
、
靴
流
通
セ
ン
タ
ー
の
所
を

下
っ
た
田
ん
ぼ
道
（
自
販
機
前

辺
り
の
道
路
の
デ
コ
ボ
コ
）
写

真
②
ダ
ン
プ
の
出
入
り
口
、
違

法
建
築
と
し
て
我
孫
子
市
の

「
命
令
の
公
示
」
板
あ
り
。

一
、
湖
北
台
団
地
と
マ
ツ
キ
ヨ

の
間
に
横
断
歩
道
設
置
（
写
真

③
）
以
前
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
、
比
較
的
近
く
に
横

断
歩
道
が
あ
る
た
め
、
実
現
さ

れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
、
高
齢

化
社
会
に
対
応
し
た
改
善
が
必

要
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

一
、
ビ
ッ
グ
Ａ
と
団
地
の
横
断

歩
道
に
信
号
設
置
（
写
真
④
）

こ
の
場
所
も
比
較
的
近
く
に
信

号
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、

難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
場
所
で

す
。
歩
行
者
優
先
で
隣
の
信
号

と
の
連
動
に
す
れ
ば
、
可
能
性

は
あ
る
の
で
は
。
歩
行
者
優
先

で
道
路
行
政
の
見
直
し
が
必
要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
、
湖
北
台
中
学
校
の
信
号
の

手
前
の
住
宅
街
を
通
る
車
の
ス

ピ
ー
ド
で
て
お
り
危
険
（
写
真

な
し
）
場
所
の
特
定
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
近
く
の
居
住

者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
場
所

を
推
定
。

一
、
「
湖
北
駅
か

ら
東
側
、
仕
事
帰
り

に
歩
く
と
暗
く
て
怖

い
（
街
灯
整
備
）
」

（
写
真
⑤
）
夜
と
昼

間
の
２
回
見
ま
し
た

が
、
街
灯
が
並
木
の

イ
チ
ョ
ウ
の
影
に
な

り
、
光
が
届
か
な
い

と
こ
ろ
や
街
灯
が
枝

で
全
く
見
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。
至
急
対
応
を
岩
井

議
員
に
要
請
。

一
、
県
外
の
会
社
が
所
有
者
。

二
棟
ア
パ
ー
ト
の
周
囲
や
土
手

の
草
や
ツ
タ
が
伸
び
放
題
（
写

真
⑥
）

一
、
（
湖
北
台
一
丁
目
）
を
ふ

れ
あ
い
懇
談
会
で
指
摘
、
十
日

後
に
改
善
（
写
真
⑦
）
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
要
望
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
改
善
要
望
が
出
さ

れ
て
い
た
場
所
で
し
た
。

一
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
大
型

規
制
の
ポ
ー
ル
撤
去
（
中
里
新

田
地
先
⑧
）
農
道
の
た
め
、
農

作
業
な
ど
が
優
先
さ
れ
る
こ
と

で
、
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
な
お
調
査
中
で
す
。

こ
の
他
に
、
道
路
の
デ
コ
ボ
コ

や
歩
道
の
整
備
、
郵
便
ポ
ス
ト

の
設
置
、
家
の
周
り
の
街
灯
が

暗
く
て
子
ど
も
の
登
下
校
が
心

配
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
全
市
的
に
は
、
現
在
地
域

別
に
集
計
し
、
党
市
議
団
が
ま

と
め
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ア

ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
お
困

り
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
岩
井

こ
う
事
務
所
へ
お
気
軽
に
寄
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
共
産
党
に
対

す
る
ご
意
見
や
要
望
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
別
の
機
会
に

譲
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（Т

・
Ｏ
）
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け
や
き
の
風

「
国
の
安
全
保
障
の
一

番
大
切
な
の
は
軍
事
力

で
は
な
く
食
料
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
り
、
こ
の

二
つ
を
自
給
で
き
る
方
向
で
取

り
組
む
こ
と
が
最
大
の
課
題
だ
」

と
寺
島
実
郎
氏
（
「
世
界
を
知

る
力
」
）
は
言
う
が
全
く
が
同

感
で
あ
る
▼
Ｇ
７
の
中
で
６
位

の
イ
タ
リ
ア
で
さ
え
５
８
％
の

食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
）
、
日
本
は
３
８
％
と
際
立
っ

て
低
い
▼
原
発
よ
り
単
価
の
安

い
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
を

軽
視
し
危
険
な
原
発
依
存
体
制

を
長
期
化
し
よ
う
と
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
は
亡
国
へ
の
道
で

あ
る
と
い
う
が
（
古
賀
茂
明
氏

著
「
分
断
と
凋
落
の
日
本
」
）

同
感
で
あ
る
▼
昨
年
の
貿
易
収

支
は
過
去
最
大
の
１
８
兆
円
の

赤
字
で
、
一
昨
年
の
１
５
．
４

兆
円
と
で
二
年
間
に
３
３
．
４

兆
円
が
外
国
に
消
え
た
。
食
料

品
の
高
騰
、
石
油
天
然
ガ
ス
な

ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
が
要
因

で
あ
る
▼
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
給
率
を
高
め
る
た
め
に
世

界
各
国
が
全
力
を
挙
げ
て
い
る

と
き
に
、
日
本
は
５
年
間
で
軍

事
費
に
４
３
兆
円
も
税
金
を
つ

ぎ
込
も
う
と
し
て
い
る
▼
共
同

通
信
の
調
査
（
５
/
９
）
で

「
岸
田
内
閣
が
狙
う
５
年
間
で

４
３
兆
円
の
大
軍
拡…

適
切
で

な
い
５
８
％
、
適
切
３
９
％
」

と
大
き
く
逆
転
し
た
。
「
軍
事

栄
え
て
国
滅
ぶ
国
日
本
に
し
て

は
ら
な
い
」
と
の
思
い
の
人
が

増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
に
確
信
を

持
ち
、
さ
ら
に
努
力
し
た
い
と

思
う
（
編
Ｓ
・
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

５
月
３
日
の
毎
日
新
聞
の

調
査
で
は
改
憲
反
対
が
賛
成

を
大
き
く
逆
転
。
昨
年
４
月

の
同
調
査
で
は
反
対
31
％
、

賛
成
44
％
で

し
た
。

4
月
の
統

一
地
方
選
で

日
本
共
産
党

は
「
大
軍
拡
Ｎ
Ｏ
！
」
「
敵

基
地
攻
撃
は
憲
法
違
反
」

「
戦
争
で
日
本
が
焦
土
に
」

な
ど
地
方
選
の
課
題
と
共
に

正
面
か
ら
訴
え
て
た
た
か
い

ま
し
た
。

５
月
７
日
の
共
同
通
信
の

調
査
で
は
・
増
税
を
軍
拡
財

源
に
す
る
こ
と
、
支
持
す
る

…

19
％
、

支
持
し

な
い…

80

％
。

・
５
年
間

で
軍
事
費
４
３
兆
円
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
適
切…

38
％
、
適
切
で
な
い…

58
％

と
圧
倒
し
ま
し
た
。（

Ｓ
）

現
政
権
下
で
の
改
憲
に

反
対…

４
７
％

賛
成…

３
５
％

く
ら
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
２
０
２
３
年

回
答
に
対
す
る

ー
改
善
要
望
箇
所
を
視
察

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見
・
ご
要
望
欄
な
ど

に
寄
せ
ら
れ
た
。
改
善
要
望
カ
所
な
ど
の
現

地
を
見
て
き
ま
し
た
。

道

路

の

傷

み

横
断
歩
道
の
設
置

街
灯
の
整
備

草
や
ツ
タ
の
撤
去

そ

の

他
は

党

市

議

団

が
集
約
中
で
す



５
月
27
日
、
我
孫
子
市
民
プ
ラ

ザ
で
金
平
茂
紀
元
Ｔ
Ｂ
Ｓ
キ
ャ

ス
タ
ー
の
講
演
会
に
２
０
０
名

強
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
は
三
つ
の
テ
ー
マ
で
、

最
初
に
長
年
の
交
流
の
あ
っ
た

故
人
で
音
楽
家
坂
本
龍
一
氏
が

死
の
直
前
に
神
宮
外
苑
再
開
発

で
自
然
を
破
壊
し
な
い
こ
と
を

手
紙
で
小
池
知
事
に
訴
え
た
の

に
返
事
が
な
い
事
へ
の
怒
り
。

二
つ
目
に
「
七
・
八
事
件
」

と
名
付
け
た
昨
年
７
月
８
日
安

倍
元
首
相
殺
害
で
国
民
が
知
ら

な
か
っ
た
旧
統
一
教
会
と
国
会
・

地
方
の
議
員
と
の
ゆ
着
の
実
態

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
。
し

か
し
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
利
用
し
て
こ
の
問
題
を

軍
事
拡
大
と
か
ら
め
今
日
で
は

ウ
ヤ
ム
ヤ
に
さ
れ
て
い
る
危
険

な
動
き
。

三
つ
目
に
「
Ｇ
7
広
島
サ
ミ
ッ

ト
」
は
Ｇ
7
参
加
国
の
核
は
容

認
し
て
ロ
シ
ア
の
核
は
非
難
す

る
身
勝
手
な
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

作
成
し
た
だ
け
の
「
岸
田
演
劇

シ
ョ
ー
」
で
あ
り
、
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
参
加
も
４
月
中
に
決
め
、

核
廃
絶
問
題
は
消
え
て
し
ま
っ

た
。
欧
州
の
国
か
ら
Ｆ
16
戦
闘

機
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
供
与
さ
れ

４
ヶ
月
の
訓
練
後
の
９
月
に
な

る
と
ロ
シ
ア
と
の
戦
闘
は
長
引

き
多
く
の
戦
死
者
が
出
る
と
の

指
摘
が
さ
れ
ま
し
た
。
（
Ｏ
）
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虚
偽
自
白
の
誘
惑
退
け
「
や
っ
ち
ょ
ら
ん
」
と
闘
い
し
に
、
ま
た
再
審
な
ら
ず

（
大
崎
事
件
）

七
丁
目

山
野

美
津

花
の
姿
色
に
も
深
く
魅
せ
ら
れ
て
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
に
日
々
支
え
ら
れ
生
く

五
丁
目

鈴
木

明

山
道
を
下
れ
ば
先
は
麦
の
秋

三
丁
目

松
永
美
恵
子

人
影
に
鼬
振
り
向
く
田
圃
道

四
丁
目

松
風

彦
左

い
た
ち

た

ん

ぼ

ミ
サ
イ
ル
は
狼
の
声
日
本
海

四
丁
目

松
風

彦
左

湖
北
駅
か
ら
徒
歩
約
３
０

分
。
国
道
３
５
６
号
を
新
木

方
面
へ
。
新
聞
販
売
店
を
左

折
。
農
地
に
住
宅
地
が
散
在

す
る
道
を
直
進
。
突
き
当
た

り
を
右
折
し
、
暫
く
す
る
と

左
手
に
鳥
居
が
見
え
ま
す
。

こ
こ
が
稲
荷
神
社
で
す
。

「
祭
神

稲
倉
魂
命

天
正

七
年
（
１
５
７
９
）
七
月
七

日
古
戸
村
産
土
（
う
ぶ
す
な
）

と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
も
と

古
戸
村
流
作
一
二
に
鎮
座
し

た
が
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て

阿
曽
新
兵
衛
家
の
屋
敷
地
に

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一

八
）
に
遷
座
し
た
と
伝
え
る

…

（
明
治
年
間
に
）
新
築
さ

れ
た
外
陣
（
げ
じ
ん＝

寺
社

の

内

陣

の

外

側

で
、
人
々
が
礼
拝
す
る
と
こ

ろ
）
奥
の
左
右
の
壁
に
狐
の

鏝
絵
（
こ
て
え
）
が
あ
る

（
写
真
）
。
そ
の
壁
は
高
さ

一
六
四
㎝
、
幅
一
五
四
㎝
の

か
な
り
大
き
な
壁
面
で
、
鏝

絵
は
各
種
の
色
土
を
用
い
た

力
作
で
あ
る
が
、
残
念
な
が

ら
鏝
絵
師
の
名
は
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
」
（
我

孫
子
市
史
）
と
あ
る
の
で
、

今
回
、
入
口
の
格
子
戸
の
す

き
間
か
ら
写
真
を
撮
っ
た
も

の
で
す
。
境
内
に
は
「
富
士

登
山
の
祈
念
碑
や
伊
勢
神
宮

参
拝
祈
念
碑
」
な
ど
の
石
碑

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
水

鉢
に
は
「
文
化
○
○
（
判
読

不
能
）
年
、
反
対
側
に
古
戸

村
氏
子
中
」
と
あ
り
ま
す
。

石
の
鳥
居
の
柱
の
後
ろ
側
に

は
「
慶
応

三
卯
年
」

と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

神
社
境
内

の
入
口
付

近
に
道
案

内
の
石
柱

が
あ
り
、

「
湖
北
停

車
場
中
里

船
渡
場
」

「
茨
城
県

小
文
間
」

と
読
め
る

文
字
が
あ

り
ま
す
。

古
戸
は
文

字
通
り
歴

史
の
あ
る

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

古
戸
稲
荷
神
社
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

ズ
バ
リ
「
Ｇ
7
広
島
サ
ミ
ッ

ト
」の
本
質
を
語
る

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

主
要
７
ヶ
国
首
脳
会
議

（
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
）
で

発
表
さ
れ
た
「
核
軍
縮
に
関

す
る
Ｇ
７
首
脳
広
島
ビ
ジ
ョ

ン
」
は
、
大
手
メ
デ
ィ
ア

（
テ
レ
ビ
、
新
聞
）
は
ほ
ぼ

成
果
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
そ

の
成
果
文
書
に
つ
い
て
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
成
立
の
推

進
者
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
在
住

の
被
爆
者
で
あ
る
サ
ー
ロ
ー

節
子
さ
ん
は
「
何
も
新
し
い

も
の
は
な
い
。
胸

が
つ
ぶ
れ
る
思
い

だ
」
と
語
り
ま
し

た
。

ま
た
、
多
く
の
被
爆
者
か
ら

も
「
広
島
で
開
き
な
が
ら
自

国
の
核
保
有
を
認
め
、
他
国

に
核
を
廃
棄
せ
よ
は
な
い
」

な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
す
。

正
に
Ｇ
７
首
脳
の
身
勝
手

な
成
果
文
書
を
世
界
に
発
信

し
た
だ
け
の
広
島
サ
ミ
ッ
ト

で
あ
り
、
大
変
危
険
な
方
向

だ
と
言
え
ま
す
。
日
本
共
産

党
が
主
張
す
る
「
外
交
努
力
」

で
平
和
を
築
く
こ
と
こ
そ
本

流
と
な
る
べ
き
で
す
。

（
Ｉ
・
Ｏ
）

身
勝
手
な
サ
ミ
ッ
ト

「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」

―

金
平
茂
紀Т

Ｂ
Ｓ
元

キ
ャ
ス
タ
ー
講
演
会

―

５
月
20

日
（
土
）
、

「
市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」

が
市
長
、
各
部
長
の
出
席
の

も
と
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

星
野
市
長
か
ら
令
和
５
年
度

の
実
施
事
業
の

①
湖
北
消

防
署
整
備
事
業

②
下
ヶ
戸
・

中
里
の
道
路
整
備

③
中
峠
・

古
戸
の
道
路
整
備

④
そ
の

他

の

概

要

説

明

が

あ

り

、

湖

北

消

防

署

は

、

２

０

２

５
年
（
令
和
７
年
）
完
成
、

翌
年
現
在
署
か
ら
移
転
運
用

開
始
予
定
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
意
見
交
換
が

あ
り
、
参
加
者
住
民
か
ら
地

域
の
問
題
や
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ

ト
助
成
金
な
ど
の
質
問
・
意

見
が
出
さ
れ
市
長
、
担
当
部

長
、
課
長
か
ら
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

（
Ｉ
・
Ｏ
）

市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です
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